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■本システムの構成： 

本システムは、Excel マクロ言語（Visual Basic for Applications）にて動作するアプリケーションです。 

 

-本システムは、１ブックのみで構成されます。 

-システム本体は、５シートより構成されます。 

-主機能は、４つのボタンより構成されます。 

 

 

 ........................................................................................................................ 任意の Excel ブックを取り込みます。 

 

 

 ........................................................................................................................ 任意のグループ Key を指定します。 

 

 

 ........................................................................................................................ 仕分抽出を行います。 

 

 

 ........................................................................................................................ システムを終了します。 

 

 

-システムご利用の際は、Excel の「マクロセキュリティ」を有効に設定いただく必要があります。 

 

■概要： 

本システムは、指定 Excelブック/指定シート内の全てのデータを、特定単位により、グループ抽出し、存在するグループ（※

種類）数分の Excel ブックを生成し、外部ブックに出力保存します。大量な Excel データの仕分け抽出作業を効率化するツ

ールです。 
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■使用準備（※マクロのセキュリティ設定）： 

 本アプリケーションの使用にあたり、【マクロを有効】にする必要があります。 

 

■使用準備（※フォルダなどの場所）： 

（１）以下が、本ツールご利用時の最初のフォルダ構成です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

処理を実行後は、指定された [出力フォルダ] 内に、結果データが保存されます。 

以下の例は、【01_出力先フォルダ】を保存先に指定した場合となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記の出力結果は、【A_Sample_OK データ.xlsx】を入力ファイルとして、”血液型” を指定した場合です。 
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■アプリケーション操作手順： 

ここでは、サンプルデータを例に、操作手順をご紹介させて頂きます。 

 

※対象データを取り込みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※本システムのフォルダ階層が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ボタンをクリックします。 

データを選択します。 
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データ取り込みフォーム画面が表示されます。 

ブック内に存在するシート名より、処理対象となるシートを選択し、[確定]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象のシートを選択します。 

選択されたシートが表示されます。 
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[21 一覧]シートより、グループ化したい Key 項目を指定（”1”を入力）します。 

※この例では、「血液型」別のグループ抽出となります。 

※キーは、複数指定できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

MENUシートに戻ります。 

[出力先]ボタンにて、 

保存フォルダを指定後、 

[確定]ボタンにて、処理が開始します。 
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メッセージを確認後、[はい]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※処理件数：完了レポート表示 

全ての転記処理が正常に完了すると、【完了メッセージ】が表示されます。 
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指定した保存フォルダ内に、結果が保存されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出力された３つのブックを確認してみます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※処理結果レポートが、１ブック保存されます。 

 

※保存ブック名：Out抽出一覧_YYMMDD_000_ ***件_指定キー.xlsx 

※種類数分の仕分け抽出ブックが保存されます。 

A 型が 7 件 

B 型が 93 件 

２ブック計１００件 
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システムを終了します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■アプリケーションの強制終了： 

 大量データを処理中に、途中で中断したい場合は、[強制終了]ボタンをクリックしてください。 

 処理を中止する確認画面が表示されますので、 [はい] を選択いただくと、その時点で、処理が中断します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■グループ種類が 999 種類を越えた場合： 

上限 999 種類を越えた時点で、処理が終了します。1,000 種類以上のグルーピングには対応しておりません。 

 

【ご注意】 

上記では、【血液型】を例にしたため、十数秒で処理が終わりますが、大量データを処理する場合、延々と処理を行い続け

るケースもございますため、特に、指定するキーについて、グルーピングがあまりに多くなるような指定は避けていただくこ

とを推奨いたします。 

 

 


